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使用する計測データを選択して開く．ファイル名はデータ計測した日時になる．また，YES サン

プルは末尾に Y,NO サンプルは末尾に N がつく． 

 

 

 

選択した計測データのグラフと，現在の設定における判定が表示される．また，スコア図に，選

択した計測データのスコアが，黄色い点で表示される． 
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[判別分析手法の切り替え,削除をする] 

 

アクティブな判定分析手法の切り替え，判定分析手法の削除を行うことができる．履歴(判別分

析)画面を開くには，データ計測画面において，手法が「判別分析」の状態で[履歴]を押す． 

 

 

履歴(判別分析)画面を開くと，以下のような画面が表示される．青く表示（またはグレー表示）

されたものが現在選択されている判別分析手法である．この画面では，各判別分析手法の正答率確

認，判別分析手法の切り替え，判別分析手法の削除を行うことができる． 
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判別分析手法の切り替えは，選択したい判別分析手法をクリックすることで切り替えることがで

きる．切り替えを保存する場合は[OK]，保存しない場合は[キャンセル]を押して，履歴(判別分析)

画面を終了する． 

 
 

判別分析手法の削除は下記手順に従い行う． 

削除したい判別分析手法を選択し，[削除]を押す． 
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削除の確認画面が表示されるので，[はい]を押す． 

 

 

 

選択した判別分析手法が削除される． [OK]を押して履歴(判別分析)画面を閉じる． 
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５５５５．．．．変化点検出変化点検出変化点検出変化点検出についてについてについてについて 

変化点検出での設定,判定説明など行うときは，データ計測画面のコンボボックスで変化点検出

を選択する． 

 

 

[変化点検出の設定をする] 

 

変化点検出方法の設定を行うには，データ計測画面において，手法が「変化点検出」の状態で[設

定]を押し，判定パラメータ設定(変化点検出)画面を表示する． 
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[変化点検出方法を選択する] 

 

変化点検出方法選択コンボボックスから，使用する変化点検出方法を選択できる． 
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[変化点検出の設定画面で一覧表示するサンプルデータを指定する] 

 

サンプルデータ一覧に表示する日数の指定を行うことができる．過去何日分表示するかを入力し，

[リスト更新]を押す．0日分としたときは，当日のデータのみを表示する． 
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[サンプルデータの区分を変更する] 

 

データ計測で取得した YES サンプル,NO サンプルデータは，区分がデフォルトで「判定依頼」

になっている．区分を変更するには，下記手順に従い行う． 

 

No. 区分区分区分区分 判定判定判定判定 説明説明説明説明 

1 使用中 不使用 変化点検出では使用しない計測データ 

2 除外 不使用 新規計測した計測データ．判定の対象にならない． 

 

 

区分を変更するサンプルデータを選択し，ダブルクリックする． 
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区分選択画面が表示されるので，区分を選択して[ＯＫ]を押す． 

 

 

区分選択を行ったサンプルデータは，一覧表示の区分が変更される．脳血流量の変化グラフの表

示が自動更新される． 
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[変化点検出のグラフに表示するデータを変更する] 

 

判定パラメータ設定(変化点検出)画面では，複数のサンプルデータの平均を表すグラフと，個別

のサンプルデータを表すグラフを表示することがでる． 

 

複数のサンプルデータの平均を表すグラフを表示するには，ラジオボタンの[平均]を選択する．

表示区分に含まれるすべてのサンプルデータの平均を表すグラフを表示する． 

 

 

非表示にしたい表示区分がある場合，非表示にしたい表示区分のチェックを外す．チェックを外

すと，グラフの表示が自動で更新される． 

以下の画面は，表示区分の除外のチェックを外し，除外のサンプルデータを非表示にしたもの． 
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個別のサンプルデータのグラフ表示する場合は，ラジオボタンの[個別]を選択する．表示したい

サンプルデータを選択すると，選択したサンプルデータのグラフが表示される．YES サンプル，

NO サンプルからそれぞれ１つずつ選択することができる． 

 

１

２ 

２’ 
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[変化点検出の閾値を変更する] 

  

設定された閾値ではグラフ領域の閾値線が不適切であるとき，閾値を変更することができる． 

 

以下の画面では，下限閾値が描画領域の下限値より小さいため，下限閾値線が描画されていない．

このとき下限閾値の値を描画領域の値より大きくする． 

 

 

[表示更新]を押すと，描画領域に下限閾値線が表示される． 

 

１ ２ 
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[変化点検出のグラフ表示を更新する] 

 

閾値等の変更を行ったとき，グラフ表示の更新は自動で行われない．値を入力したら，[表示更

新]を押してグラフ表示を更新する． 
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[変化点検出の設定を保存する] 

 

設定の保存は，上書き保存と別名保存がある．上書き保存は，既存の変化点検出方法のパラメー

タを変えるときに使う．別名保存は，同種類でパラメータの異なる変化点検出方法を作成するとき

に使う． 

 

設定を上書き保存する場合 

判定パラメータ設定(変化点検出)画面で設定を行ったのち，[閉じる]を押す． 

 

 

設定の変更があった場合，以下の画面が表示される．画面には変更された項目の一覧が表示され

る．[はい]を押すと設定が保存され，データ計測画面に戻る． 
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別名保存する場合 

判定パラメータ設定(変化点検出)画面で設定を行ったのち，[別名保存]を押す． 

 

 

保存する設定名の入力画面が表示されるので，テキストボックスに名前を入力し，[OK]を押す． 

 

 

保存されると，以下の画面が表示されるので，[OK]を押す． 
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[変化点検出の判定説明を見る] 

 

アクティブな変化点検出処理により，指定された計測データの描画を行う．判定パラメータ設定

(変化点検出)画面を開くには，データ計測画面において，手法が「変化点検出」の状態で[判定説明]

を押す． 

 

 

 

判定説明(変化点検出)画面を開くと，以下の画面が表示される．判定説明を見るには， [参照]

を押して計測データを選択する． 

 

 

『心語り』のユーザフォルダが表示されるので，使用する計測データのあるフォルダを開く．
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計測データは，JudgeData フォルダ,JudgeDataHistory フォルダに保存される． 

 

 

使用する計測データを選択して開く．ファイル名はデータ計測した日時になっている．また，

YES サンプルは末尾に Y,NO サンプルは末尾に N がつく． 

 

 

アクティブな変化点検出により，指定された計測データの描画が行われる． 

 


